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伝統的࡞里山管理ࡣ根ࡗこかࡽ斜面を安定させࡿ！ 
 

㸯 概要 
国立大学法人東海国立大学機構 ྡ古屋大学大学院環境学研究科ࡢ平野 恭弘 准教授ࠊ

生命農学研究科ࡢ谷川 東子 准教授ࡢࡽ研究グࣝープࠊࡣ兵庫県立農林水産技術総合セン

࡜兵庫県立大学ࠊ福知山公立大学ࠊ京都大学ࠊ東京大学ࠊー㸧ࢱー㸦森林林業技術センࢱ

㐪ࡢ幹数ࡢࡾ個体あたࠊい࡚ࡘ࡟ヒサカキࡿ多く生育す࡟た里山ࢀ放置さࠊ共ྠ研究࡛ࡢ

いࡀ斜面ࡢ土壌崩壊注 1 幹ࠊࡣ結果ࡢこࠋしました࡟࠿ࡽ及ぼす影響を世界࡛初め࡚明࡟

を間引く伝統的࡞里山管理ࡢ意義を科学的࡟支持し࡚ࠊࡾ࠾放置里山ࡢ具体的࡞管理手法

 ࠋますࢀし࡚期待さ࡜
ࡣ本研究成果ࠊ࠾࡞  2 月 16 日࡟ CATENA 注㸰࡛論文公開さࢀましたࠋ 
㸦詳細ࠊࡣ別添ࡢ参考資料ࡾ࠾࡜ࡢ㸧 

注㸯 土壌崩壊：滑ࡾ面࡟あࡿ岩盤上部࡟載࡚ࡗいࠊࡿ厚さ 0.5-2 m 表層土壌ࡢ

 ࡜こࡢ現象ࡿ落ちࡾ滑ࡀ

注㸰 CATENA：地形ࡢ発㐩やᬒ観生態学࡟関すࡿ独創的࡞フ࢕ーࣝド調査等

を記述した原著論文を掲載すࡿ学際的࡞土壌科学ࡢ国際専門誌 

 
 
㸰 研究成果ࡢポイント 

(1) ヒサカキࡢ詳細࡞根系調査ࡽ࠿㸦写真㸧ࠊ幹数ࡢ㐪いࡾࡼ࡟根系構造ࡀ異ࡿ࡞こ࡜を

明࡟࠿ࡽしましたࠋ 

(2) 複数幹ࡢヒサカキࡣ株近く࡛根ࡀ競争し成長ࡀ抑制さࡿࢀためࠊ斜面࡛倒伏しやす

く土壌崩壊時ࡢ滑ࡾ面を形成しやすいこࡀ࡜分ࡾ࠿ましたࠋ 

(3) 幹を間引く伝統的࡞里山管理ࠊࡣ斜面を安定させࡿこࡀ࡜期待さࢀます㸦図㸧ࠋ 

 

㸱 今後ࡢ取ࡾ組み 
 伝統的࡞里山管理ࡀ斜面を安定させࡿ成果を周知すࡿためࠊ放置里山ࡢ土壌崩壊防

Ṇ力を高めࡿ管理手法࡜し࡚ࠊ技術誌ࠊフォーラム࡛ࡢ情報発信ࠊ࡜森林ボランテ࢔࢕

講座ࡢ実習等࡛ᬑ及啓発を行いࠊ現場へࡢ定着を図ࡾますࠋ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒサカキ 

写真 ヒサカキ根系を丁寧࡟掘ࡾ出した様子 (a)ࡣ単数幹ࡢ上面ࠊ(b)ࡣ単数幹ࡢ側面

 撮影ࡽ࠿

里山࡟多くみࡿࢀࡽ 
ヒサカキࡢ根系を詳細調査 
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࠙論文情報ࠚ 

論文タイトル 

Effect of sprouting and corresponding root distribution of the shrub species Eurya 
japonica on slope stability㸦低木種ヒサカキࡢ萌芽࡜そ࡟ࢀ伴う根ࡢ分布ࡀ斜面安定࡟及

ぼす影響㸧 
著者㸦所属㸧 

山瀬敬太郎㸦兵庫県立農林水産技術総合センࢱー㸧ࠊụ野英利㸦福知山公立大学情報学部㸧ࠊ

堀田紀文㸦東京大学大学院農学生命科学研究科㸧ࠊ今若舞㸦兵庫県立大学環境人間学部㸧ࠊ

大橋瑞Ụ㸦ྠ左㸧ࠊ谷川東子㸦ྡ古屋大学大学院生命農学研究科㸧ࠊ藤堂千ᬒ㸦兵庫県立農

林水産技術総合センࢱー㸧ࠊ檀浦ṇ子㸦京都大学農学研究科㸧ࠊ平野恭弘㸦ྡ古屋大学大学

院環境学研究科㸧 
掲載誌 

CATENA 
DOI 

10.1016/j.catena.2024.107869 
研究助成 

本研究ࠊࡣ文部科学省研究費補助金ࠕ地上部植生࡜地中ࣞーࢲを用い࡚広葉樹林࠾࡟けࡿ

根ࡢ崩壊防Ṇ力を知ࡿ(20H03040) 構造࡜最大深さࡢを用いた樹木根系ࢲ地中ࣞーࠕࠊࠖ࡜

 ࠋ助成を受け࡚実施しましたࡢࠖ提案(20H03028)ࡢ非破壊推定手法ࡢ
 
 
࠙問い合わせ先ࠚ 
東海国立大学機構 ྡ古屋大学大学院環境学研究科 平野 恭弘 准教授 
https://www.eps.nagoya-u.ac.jp/~geosys/ 
 

 

 

図 複数ࡢ幹をもࡘヒサカキを単数幹化すࡿ伝統的管理 複数幹化ࡣ攪乱࡟対すࡿ

反応࡛あࡿ一方ࠊ伝統的管理ࡿࡼ࡟単数幹化ࠊ࡚ࡗࡼ࡟土壌崩壊࡟対すࡿ抵抗力を

高めࡿ 
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㸦※ࡢࡇ記者発表ࠊࡣ兵庫県ࡼ࠾び各大学࡜同日付࡛発表ࡿࡍண定࡛ࡍ㸧 

 

論文タイトル ప木種ࣄサカキࡢ萌芽࡜そ࡟ࢀ伴う根ࡢ分ᕸࡀ斜面安定࡟及ࡍࡰ影響 

 

㸯 研究の目的 

  萌芽注㸯能力ࢆ持ࡘ樹木ࠊࡣ強風や豪雨ࠊ土壌崩壊࡝࡞攪乱ࢆ受ࡅた際ࠊ萌芽ࡾࡼ࡟複

数ࡢ幹ࢆ再生さࠊࡏ地ୖ部㔜量ࢆ短期間࡛回復さ࡜ࡿࡏいわ࡚ࢀいࠋࡍࡲ一方ࠊ個体あ

たࡢࡾ幹ࡢ数ࡢ㐪いࡿࡼ࡟根ࡢ広ࡾࡀやࠊ根ࡀ発㐩ࡿࡍ表層ࡢ土壌崩壊防止力࡟関ࡿࡍ

情報ࠊࡣ国際的ࡶ࡟明࡟࠿ࡽさ࡚ࢀいࡋ࡛ࢇࡏࡲたࠋそ࡛ࡇ国ෆࡢ放置さࢀた㔛山ࡳ࡟

ࡍᯝた࡟根系分ᕸや斜面安定ࠊࡋ着目࡟幹個体ࡢ複数࡜単数ࠊい࡚ࡘ࡟サカキࣄࡿࢀࡽ

役割ࢆ明ࢆ࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿ࡽ目的ࡋࡲࡋ࡜たࠋ 

㸰 方法 

神戸ᕷ໭区ࡢ㔛山࡛ࠊ胸高直径注㸰ࡀ異ࡿ࡞単数幹࡜複数幹ࣄࡢサカキ各 3 個体ࢆ選

びࠊ地ୖ部伐採後ࠊ直径 1 mm 以ୖࡢ根ࡀ攪乱さ࡞ࢀいࡼうࠊ࡟地表面ࡽ࠿少ࡘࡎࡋ根

た㸦写真ࡋࡲࡋ計測ࢆ直径࡜఩置ࡢ根ࡣ࡚ࡏ露出さࢆ 1 左(a)㸧ࠋ最終的࡟根系全体ࢆ掘

㸦写真ࡋ出ࡾ 1 右(b)㸧ࠊ地ୖ部࡜地ୗ部ࡢ㔜量ࠊ࡜根株中心ࡽ࠿同心෇状࡟ 5 cm 間隔

࡛根ࡢ఩置࡜直径ࢆ計測ࡋࡲࡋたࠋ 

㸱 成果 

(1) 複数ࡢ幹断面積合計量注㸱ࡀ単数ࡢ幹断面積࡜同ࠊࡤࡽ࡞ࡌ地ୖ部及び地ୗ部ࡢ㔜量

ࡿ࡞㔜く࡝࡯いࡁ大ࡀ合計量ࡢ幹断面積ࠊࡎ問わࢆ幹数ࡢࡾ個体あたࠊくࡋ等ࡰ࡯ࡣ

強い関ಀ性ࡋࡲࢀࡽࡳࡀた㸦図 1 左(a)㸧ࠋ一方ࠊ最大ࡢ根ࡢ広ࠊࡣࡾࡀ水平ࠊ深さ共

た㸦図ࡋࡲࢀࡽࡳࡀ強い関ಀ性ࡿ࡞広く深く࡝࡯いࡁ大ࡀ最大幹直径注４ࡢ個体ࠊ࡟ 1

右(b)㸧ࠋ以ୖࡢ結ᯝࠊࡽ࠿単数幹ࡣ水や養分ࡢ流ࡀࢀ地ୖ部ࡢ幹࡜地ୗ部ࡢ根࡛連続

 ࠋたࡋࡲࢀ示唆さࡀ࡜ࡇࡿ集合体࡛あࡢイプࣃたࡋうࡇࡣ複数幹ࠊࡾイプ࡛あࣃࡿࡍ

(2) 複数ࡢ幹ࢆ持ࣄࡘサカキ࡛ࠊࡣ後࡟再生ࡁ࡚ࡋた幹成長࡟伴う新ࡋい根ࡢ成長ࠊࡀ

根株中心近く࡛競த࡚ࡋ妨ࡿࢀࡽࡆたࠊࡵ地ୖ部࡟対ࡿࡍ地ୗ部㔜量ࡀ単数幹ࡾࡼ減

少ࡋࡲࡋた㸦図 2㸧ࡢࡇࠋ減少ࣄࠊࡣサカキ地ୖ部࡜地ୗ部ࣂࡢランスࢆ崩ࣄࠊࡋサカ

キࢆ倒ࢀやࡍくࢆ࡜ࡇࡿࡍ意味࡚ࡋいࠋࡍࡲさ࡟ࡽ複数幹ࡢ根ࡿࡼ࡟土壌補強強度注

㸳ࠊࡣ単数幹࡟比べࠊ土壌崩壊࡟࡛ࡲ根ࡀ動く距離ࢆ大ࡁくࠊࡋ滑ࡾ面ࡢ形成ࡾࡼࢆ

ಁ進ࡿࡍ可能性ࢆ示ࡋࡲࡋたࡼࡢࡇࠋうࠊ࡟複数ࡢ幹ࣄࡘࡶࢆサカキࡣ単数ࡢ幹࡜比

較ࠊࡋ土壌崩壊࡟対ࡿࡍ抵抗力ࡣపいࡀ࡜ࡇわࡋࡲࡾ࠿たࠋ 

(3) 伝統的࡞㔛山管理࡞ࡍࠊわち個体࡟複数あࡿ幹ࢆ間引い࡚単数ࡢ幹ࡿࡍ࡜作業ࠊࡣ

残ࡗた幹ࡢ直径ࢆ太ࡢࡇࠋࡍࡲࡏࡽ作業ࠊࡣ長期的࡟斜面ࡢ安定効ᯝࢆ発揮ࠊࡋ土壌

崩壊࡟対ࡿࡍ抵抗力ࢆ高ࡿࡵ可能性ࡀあࡍࡲࡾ㸦図 2㸧ࠋ 

 

࠙用語解説ࠚ 

注㸯 萌芽 

 樹木ࡢ伐採後ࠊ残さࢀた根株ࡽ࠿新ࡋく芽ࡀ出ࠋ࡜ࡇࡿ通常ࡣ複数ࡢ萌芽ᯞࡀ成長࡚ࡋ幹ࠋࡿ࡞࡜ 

注㸰 胸高直径 

 胸ࡢ高さ㸦地ୖ高ࡾࡼ 1.3 m㸧ࡿࡅ࠾࡟幹ࡢ直径ࠋ࡜ࡇࡢ 

注㸱 幹断面積合計量 

 地ୖ高 10 cm  ࠋ࡜ࡇࡢ合計量ࡢ断面積ࡢ幹ࡿࡅ࠾࡟

注㸲 最大幹直径 

 地ୖ高 10 cm 最大幹ࡀ幹直径ࡢそࠊࡣ場合ࡢ単数幹ࠋ࡜ࡇࡢ直径ࡢ太い幹ࡶ最ࠊうちࡢ幹ࡿࡅ࠾࡟

直径ࢆ示ࠋࡍ 

注㸳 根によࡿ土壌補強強度 

 土壌中࡟根ࡀ分ᕸ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ土壌ࢇࡏࡢ断ࢆ抑制ࠊࡋ土壌崩壊ࢆ防止ࡿࡍ強さࠋ࡜ࡇࡢ 
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図 1 (a)ヒサカキ個体あたࡾの幹断面積合計量と重量及び、(b)最大幹直径と根の

広がࡾとの関係 

写真 1 ヒサカキ根系を丁寧に掘ࡾ出した様子 (a)ࡣ単数幹ୖࡢ面ࠊ(b)ࡣ側面ࡽ࠿ 

図 2 複数の幹をもつヒサカキを単数幹化すࡿ伝統的管理 複数幹໬ࡣ攪乱࡟対

抵ࡿࡍ対࡟土壌崩壊ࠊ࡚ࡗࡼ࡟単数幹໬ࡿࡼ࡟伝統的管理ࠊ一方ࡿ反応࡛あࡿࡍ

抗力ࢆ高ࡿࡵ 


